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集 約 の 概 要

工場（京都府）

A倉庫
1000坪

工場から５㎞

B倉庫
800坪

工場から５㎞

C倉庫
3000坪

工場から５㎞

D倉庫
2000坪

工場から41㎞

E倉庫
1000坪

工場から91㎞

現 状

計 画

工場（京都府）

A倉庫
1000坪

工場から５㎞

新倉庫
6000坪

工場から3㎞



計 画 の 内 容

Ｅ倉庫
91ｋｍ

Ｄ倉庫
41ｋｍ

Ｂ倉庫
5km

Ｃ倉庫
5km

工場

１3.5ｔ車

１3.5ｔ車

１3.5ｔ車

１3.5ｔ車

営

営

営

営

◎Ａ社（メーカー）は、近年、自社工場の製造量を
増やす。

【影響】

○外部倉庫の使用増により、横持輸送量が増量

○横持輸送製品の４０％は、再度工場に戻し入れ

→多品種積み合わせて営業所へ配送するため

○遠隔地の倉庫使用が増え、輸送距離が延長

○外部倉庫は狭く、トレーラ化が困難

現 状



工場

新倉庫

「工場～倉庫」間の
輸送距離を大幅短縮

積載率向上に
よる輸送台数

削減

営

営

営

◎Ｂ社（倉庫会社）と新たに提携、工場から３kmの

地点に新倉庫を建設し、保管・荷役業務を１箇所
に集約させる。

【効果】

○「工場～倉庫」間の輸送距離の大幅短縮

○「倉庫→営業所」の輸送増によるトータル輸送
台数削減
（新倉庫において多品種の積み合わせが可能）

○トレーラ化によるトータル輸送台数削減

○工場、新倉庫の２４時間化（手待時間短縮等）

１3.5ｔ車

１3.5ｔ車 １3.5ｔ車

計 画

「工場～倉庫」間の
トレーラ化による
輸送台数削減

20ｔ車



計画実施によるCO2削減効果

重複輸送は大幅に減少
２１．８ｔ

工場から新倉庫への輸送
４０．３ｔ

計 画現 状

工場から外部４倉庫への輸送
５１３．６ｔ

外部倉庫から工場への輸送（重複輸送）
２５１．９ｔ

年間CO2排出量

７６５．５ｔ

年間CO2排出量

６２．１ｔ

トレーラ化を進め、
積載効率改善を図る。

５０％

５０％

他のエリアにも展開可能
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